
 カモのなかまは最も身近に見られる水鳥で、自然観察

の入門にはぴったりです。今回は、1年中見られるカモ

であるカルガモの生態やくらしぶりについて掘り下げて

観察してみましょう。 

  

▲成長したヒナを連れたカルガモの雌成鳥（右手前）。 
 カルガモは手賀沼周辺で繁殖する唯一のカモのなかまです。 
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 今日の主役、カルガモは、他のカモのメスに似ていますが、黒い嘴

の先端に黄色い斑があることが分かりやすい特徴です。1年中見られ

ますが、手賀沼では冬に数が増えるので、他の地域から渡ってくるも

のも多くいます。昼間は沼や池で主に休息し、夜になると水田などの

浅い水辺に移動して餌を食べます。 
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 冬にはカモの仲間の多くは、オスが派手に、メスは地味な羽色です

が、カルガモではオスとメスの違いはごくわずかです。大きさのちが

いや、尾羽の付け根の羽の色に注目して見分けてみましょう。 

見られた鳥にチェックしましょう 

 関東地方の平地では、鳥の種数と数は冬に最も多くなります。
1月の手賀沼周辺では、多くの冬鳥たちが揃って観察しやすい
シーズンです。 

    

   

      

 

オスの方が大きく、 
全体的な羽の色が 
黒っぽい 

尾羽の付け根の羽
（上尾筒）は 
オスは真っ黒だが、
メスは羽の縁が淡色 

  

  

▲嘴の黄色い斑がよく目立つ 


